
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 209 

令和５年度 公民科 

 

教科 公民科 科目 政治経済 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 最新 政治・経済 新訂版 （実教出版） 

副教材等 標準高等地図（帝国書院） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・中学生時に学習をした「公民」の内容を踏まえ、現代の政治・経済各分野の理解を深める。 

・実際の社会の動きに即した内容を取り入れ、18歳成人定着を見据えた政治的教養を身に付け 

るために、日常生活と政治・経済の結びつきを意識させるよう取り組みを工夫する。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・広い視野に立って、民主主義の本質の理解を深めさせ、政治・経済と社会生活のつながりにつ 

いて客観的な視点での理解を深めさせる。 

・幅広い視点で現代の社会的な仕組みとその問題について、主体的に考察し公正に判断する能力 

を身につける。 

・人間としての在り方生き方について考察する力を養い、良識ある公民として必要な能力と態度 

を育てる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・現代の政治・経済・国際

関係に関する基本的な事柄

や、本質・特質及び動向を

とらえる基本的な概念や理

論を理解し、その知識を身

に付ける。 

・現代の政治・経済・国際

関係にかかわる事例等を

様々なメディアを通して主

体的に選択し活用する。 

・現代の政治・経済・国際関

係にかかわる事柄から課題を

見いだし、その本質や特質、

望ましい解決について広い視

野で考察するとともに、社会

の変化や様々な立場・考え方

を踏まえ公正に判断し、考察

した過程や結果を様々な方法

で適切に表現する。 

・現代の政治・経済・国際関

係に対する関心を高め、意欲

的に課題を追究するととも

に、国家・社会の一員として

平和で民主的な社会生活の実

現について客観的に考えよう

とする。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

現
代
の
政
治 

第１章  

現代国家と民主政治 

 

 

 

a: 民主政治の本質を把握し

ながら、政治と私たちとの関

わりについて理解する。 

b: 基本的人権について、意欲

的に理解を深め、その本質を

把握する。 

C：各国の状況をインターネッ

トや書籍で調査する。 

定期考査 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

提出ノート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

提出ノート 

第 2 章  

日本国憲法と基本的人権 

a: 日本国憲法の成立過程を

理解しつつ、日本国憲法のも

つ意味について考察する。ま

た、三大原理について理解す

る。 

b: 日本国憲法の成立過程を

学習しながら、大日本帝国憲

法と日本国憲法の違いを考察

し、それぞれの憲法の本質に

ついて正確に把握する。 

c:日本国憲法の成立過程をイ

ンターネットや書籍で調査す

る。 

定期考査 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

提出ノート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

提出ノート 

第 3 章 

日本の政治制度と政治参加 

a: 民主主義のあり方につい

て理解する。 

b:国会・内閣・裁判所などの

政治機構にふれ、主権者とし

ての政治に対する関心を深め

る。 

c:選挙結果の分析を新聞・テ

レビ・インターネット・模擬

投票などを活用し調査する。 

定期考査 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

提出ノート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

提出ノート 

２
学
期 

現
代
の
政
治
～
経
済 

第 4 章 

 現代の国際政治 

 

 

a: 冷戦後の国際社会の動向

について理解する。 

b: 国際連合の役割と問題点

について把握する。 

c: 国際政治に関して、メディ

アを利用して調査する。 

定期考査 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

提出ノート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

提出ノート 



 

※令和４年度以降入学生用 

第 5 章 

日本の平和主義と国際平和 

a: 自衛隊・憲法改正問題など

昨今の憲法に関する論点につ

いて理解する。 

b: 国際平和のために、日本が

貢献できることについてさま

ざまな視点で考察する。 

c: 国際政治に関して、メディ

アを利用して調査する。 

定期考査 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

提出ノート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

提出ノート 

第 1 章 

 現代の経済社会 

 

 

a:家計・企業・政府の関わり

から、経済の構成を理解する。 

b:資本主義の基本的な概念や

理論を学習することで、現代

経済の特質について考える。 

c: 国際政治に関して、メディ

アを利用して調査する。 

定期考査 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

提出ノート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

提出ノート 

第 2 章 

 現代の日本経済と福祉の向

上 

a:大企業と中小企業の違い

や、中小企業が果たしている

役割について理解する。 

b:日本の社会保障制度を体系

的に捉え，現在の制度上の問

題点と課題を考察する。 

c: 経済成長率の推移、景気変

動などを経済政策に関する資

料などを利用して、日本経済

の動向を調査する。 

定期考査 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

提出ノート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

提出ノート 

３
学
期 

現
代
の
経
済 

～ 

現
代
社
会
の
諸
課
題 

第 3 章 

 現代の国際経済 

 

a:国際収支の基本的な構成を

理解し、経済摩擦の要因であ

る不均衡が生じる原因につい

て理解する。 

b:国際経済に関する基本的な

概念を理解し、日本が果たす

べき役割について考察する。 

c: 国際経済に関して、メディ

アを利用して調査する。 

定期考査 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

提出ノート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

提出ノート 

第 3 篇 

 現代社会の諸課題 

 

a:現代社会の諸課題や人口・

食糧問題について理解する。 

b:それぞれの問題を多角的，

多面的に追究し、望ましい解

決方法を考察する。 

c:これまでの学習の成果の上

に立って、課題を追究する。 

定期考査 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

定期考査 

提出ノート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

提出ノート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


